
令和４年度実施 協働事業

中間ヒアリング

●行政提案型協働事業

事業名 パートナー 担当課 ページ 

① 

着地型観光プログラムの開発とイ
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推進委員会 
商業観光課 Ｐ１ 

●市民提案型協働事業

事業名 パートナー 担当課 ページ 

② 

社会環境の変化に対応した地域活

動の仕組みづくり支援事業 
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湘南ＮＰＯサポートセンター 
協働推進課 Ｐ５ 

③ 
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ＮＰＯ法人ぜんしん 
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事務局 

Ｐ８ 

④ 

平塚市食品ロス削減事業並びに相

対的貧困解消事業 

【継続３年目】 

認定ＮＰＯ法人 

フードバンク湘南 
環境政策課 Ｐ１１ 

令和４年８月 

平 塚 市

資料３



令和４年度 協働事業 中間ヒアリング調書 
      令和４年８月５日 

事 業 名 着地型観光プログラムの開発とイベントの周知及び実施 
■行政提案型協働事業 

□市民提案型協働事業 

団 体 名 ひらつか着地型観光推進委員会 担当課名 商業観光課 

事業の進捗状況 

■予定どおり   遅れている  

【今年度の進捗状況（事業実績及び予定）】

●新規プログラム

７月２２日（金曜日）「４色のマジックを見に行こう」（山協印刷㈱）実施

８月１９日（金曜日）、金属加工の工場で作るピザ窯ランチ＆恐竜プラモデル制作

（㈱タシロ）実施予定

８月２７日（土曜日）さかなを長持ちさせる方法を体験しよう（高甚加工工場）

実施予定

９月１６日（金曜日）プロ選手とバスケ体験 実施予定

●過年度からの継続プログラム

８月６日（土曜日）海で食べたいフルーツかき氷を作ってみる（食品サンプル工房

アップルキャンディー）実施予定

８月７日（日曜日）いかすで農業体験（㈱いかす）実施予定

８月２０日（土曜日）自分の印章を作ろう（㈲東曜印房）実施予定

８月２８日（日曜日）土からこねこねハイできた！子ども陶芸教室（岡村工房）

【予算執行状況  執行済額：１７５,７０４円／予算額：４,１９８,７６４円 】

団体・担当課 団 体 担当課 

課題 
（困っているこ

と）

・プログラムの実施については、実績がで

き、ノウハウも身についてきたが、活動

を維持・拡大していくための人員の確保

に苦慮している。 

・協働事業実施後の持続可能な活動に向

け、観光協会と一体の組織となることを

想定した協議を進めるとともに資金面で

の協力者を得ることなどの検討が必要と

なっている。 

・新型コロナウイルスの収束が未だ見えな

いため、当初の目的としていた市外、県

外から参加を募るＰＲを積極的に行えな

い。 

・年度以降の体制づくり 

課題の改善策 

・団体メンバーの関係者やプログラム参加

者のつながりを活用したメンバーの増員

を図る。 

・新規メンバー獲得に向け、着地型観光の

企画ワークショップを実施する。 

・現在何らかの協力ができる企業が数社あ

り、今後は、金銭面での協力も含め、具

体的な協力体制をつくる。 

さらに、新規協力企業の発掘に向け、市の

力も借りながら活動していきたい。 

・観光協会との協議を継続し、具体的な組

織の在り方について、検討を進める。 

・市や国の対処方針を見極めつつ、参加者

が安心して参加をできる体制を築く。 

・平塚市観光協会やこれまでつながりがで

きた企業、団体と意見交換を引き続き行

う。 
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□アドバイスが欲しい □アドバイスが欲しい 

事業終了後の 

具体的な展開 

※下欄 

次年度以降の展開

（事業をどのように

活かしていくか等）

や、上記の選択項

目の補足をご記入

ください。 

□双方で実施（□提案型 □提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

■その他（観光協会と一体となることや協

力体制について協議を進めている） 

□双方で実施（□提案型 □提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

■その他（下記のとおり） 

事業は継続をしていきたいが安定した運営

基盤の構築と、柔軟な発想で観光プログ

ラムづくりができる体制をどうすればで

きるか関係団体と意見交換を行ってい

る。

協働のポイント 
※出来ていると思う

ものに を入れてく

ださい。

目的の共有ができている 

適切な役割分担になっている 

十分な協議ができている 

対等な立場で協働している 

協働による相乗効果がある 

目的の共有ができている 

適切な役割分担になっている 

十分な協議ができている 

対等な立場で協働している 

協働による相乗効果がある 

意見交換の内容・ 

その他気付いた点 

（双方合同で記入） 

（上記、各項目で相違点があった場合に話し合った内容や、お互いに意見交換したことなど） 

令和５年度以降の予算等について、引き続き検討を重ねる必要がある。 

※現段階で可能な項目のみ記入してください。 
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団体 担当課

4 5 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

4 5 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

4 11 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

4 11 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

4 18 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

4 18 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

4 25 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

4 25 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

4 28 会員自宅 4色のマジックを見に行こう企画書づくり 1 0

4 28 会員自宅 山協印刷様打合せ 1 1

5 1 会員自宅 団体紹介企画書づくり 1 0

5 2 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

5 2 オンライン 令和4年度プログラム検討 2 1

5 8 会員自宅 プログラム打合せ資料作り 1 0

5 9 オンライン 日本クロージャ―様企画打合せ 1 1

5 9 会員自宅 プログラム打合せ資料作り 1 0

5 9 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

5 13 オンライン 団体総会 6 1

5 14 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

5 16 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

5 16 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

5 23 オンライン JTB関野さん打合せ 1 0

5 23 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

5 23 オンライン 令和4年度プログラム検討 2 1

5 30 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

5 30 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

6 6 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

6 6 会員自宅 食品サンプル工房アップルキャンディー打合せ １ 0

6 6 会員自宅 岡村工房打合せ １

6 6 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

6 7 会員自宅 いかす打合せ １ 0

6 13 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

6 13 オンライン 令和4年度プログラム検討 2 1

6 13 会員自宅 東曜印房打合せ １ 0

6 16 オンライン JTB関野さん打合せ 1 0

6 20 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

6 20 オンライン 令和4年度プログラム検討 6 1

6 22 オンライン 山協印刷様打合せ 1 1

6 24 オンライン JTB米山さん打合せ 1 0

令
和
4
年
度

内容
出席者

（令和4年度実施）協働事業　意見交換・活動記録

事業名 着地型観光プログラムの開発とイベントの周知及び実施

年
度
月 日 場所
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6 27 オンライン JTB関野さん打合せ 1 0

6 27 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

6 27 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 1

7 2 会員自宅 イベントページ制作、広告制作 1 0

7 4 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

7 4 オンライン 令和4年度プログラム検討 3 0

7 7 会員自宅 イベントページ制作 1 0

7 8 会員自宅 イベントページ制作 1 0

7 11 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

7 11 オンライン 令和4年度プログラム検討 2 0

7 13 山協印刷様 山協印刷様打合せ 1 1

7 15 会員自宅 イベント集計広告関係 1 0

7 20 会員自宅 打合せ資料作り 1 0

7 20 市役所 令和4年度プログラム検討 3 1

7 20 山協印刷様 4色のマジックを見に行こう 1 1

7 22 山協印刷様 4色のマジックを見に行こう 1 1

7 22 会員自宅 食品サンプルプログラムＨＰ修正 １ ０

- 4 -



令和４年度 協働事業 中間ヒアリング調書 
      2022 年 8 月 2 日 

事 業 名 
社会環境の変化に対応した地域活動の仕組みづくり支援

事業 

□行政提案型協働事業 

■市民提案型協働事業 

団 体 名 湘南 NPO サポートセンター 担当課名 協働推進課 

事業の進捗状況 

 予定どおり  □ 遅れている   

【今年度の進捗状況（事業実績等）】 

・自治会アンケート結果説明会 

  → 実施 平塚市自治会連絡協議会定期総会（5/7） 

伊勢山地区（6/26）、依頼予定 港地区、松原地区、崇善地区    

・モデル地区での意見交換会の立上げ 

  → 横内地区 1回（7/19）、LaLa 湘南平塚コモンズ自治会 1 回（7/24） 

【予算執行状況  執行済額：276,010 円（7/30 現在）／予算額：2,758,800 円 】 

団体・担当課 団 体 担当課 

課題 

（困っていること）

① 昨年度実施の自治会アンケート結果

（5/7 平自連総会にて会長には概要説

明）ついて、各地域への浸透、今後の

課題としての共有化が必須である。 

② アンケート結果による反響が想像以上

に多く、地域へ出向く日程調整が難し

い。 

③ 成果としての「事例集（仮称）」の構成、

紹介するポイントを明確化していくこ

とが重要と考えている。 

① 自治会アンケート結果の反響が大き

く、説明会を希望する地区が多い一方

で、アンケートなど無意味であるとい

った厳しい意見が聞かれる他、事業に

対し無関心な地区もある。 

② モデル地区での意見交換には、若い世

代の方の参加もあり、日程調整に苦慮

している。 

③ 当初、令和４年度はモデル地区での取

組を中心に行う予定だったが、アンケ

ートの説明会を希望する地区が予想以

上に多くなっている。 

課題の改善策 

① アンケート結果の中で課題認識の高い

地区に対して詳細説明に出向くととも

に自治会役員以外の若い世代（例えば、

PTA 役員）の声をヒアリングする。 

② 地域のニーズに対応するには地域とス

タッフの日程調整が重要であるため、

担当課の一層の協力をお願いしたい。 

③ 「事例集（仮称）」作成にあたり、先行

事例（市内外）の調査研究を早急に進

める。 

□アドバイスが欲しい 

① 事業の取組内容や進捗状況を多くの地

区に報告する場を設けたり、ちいき情

報局や市ホームページで発信する。 

② 地域への出向きについては、団体との

協力体制を一層強化し対応していく。 

③ アンケート結果説明会を実施した地区

を事業の中でどう位置付けていくかを

団体と検討していく。 

□アドバイスが欲しい 

事業終了後の 

具体的な展開 

※下欄 

次年度以降の展開

（事業をどのように

双方で実施（ 提案型 □提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ）

 双方で実施（ 提案型 □提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ）
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活かしていくか等）

や、上記の選択項

目の補足をご記入

ください。 

・モデル地区では、これからの地域活動を

考えるためのステップを丁寧に進め、地

域に必要な活動を確実に行う体制づく

りをサポートしていく。 

・具体的な取組みを他地区でも展開できる

よう幅広い地域づくりの事例を収集し、

「事例集（仮称）」を作成、発行する。 

・モデル地区以外の地域からの要望に対し

ては担当課と相談しながら対応を進め

る。 

・モデル地区においては、アンケート結果

に基づいた課題の解決に地域・団体・市

と連携して取り組み、他地区に横展開で

きるような、わかりやすい「事例集（仮

称）」の作成を進めていく。 

・モデル地区以外のアンケート結果報告会

を実施した地区に対しては、報告して終

わりにするのではなく、その後、どうフ

ォローしていくのか団体と協議しなが

ら対応を進めていく。 

協働のポイント 

※出来ていると思う

ものに を入れてく

ださい。

 目的の共有ができている

 適切な役割分担になっている

 十分な協議ができている

 対等な立場で協働している

 協働による相乗効果がある

 目的の共有ができている

 適切な役割分担になっている

 十分な協議ができている

 対等な立場で協働している

 協働による相乗効果がある

意見交換の内容・ 

その他気付いた点 

（双方合同で記入） 

（上記、各項目で相違点があった場合に話し合った内容や、お互いに意見交換したことなど） 

・自治会はじめ地域活動団体の役員のなり手不足、コロナ自粛によるつながりの希薄化

という共通課題が明確になった。一方で、昔ながらの慣習に基づいて地域活動を行っ

ている地域と転入者が多い地域、市の中心部と市街地とでは、課題内容、運営体制、

情報共有の方法に大きな違いがあり、それぞれの地域の実情を理解・認識した上で、

どのような入り方が良いかを話し合いながら実践している。 

・モデル地区の意見交換は始めたばかりであるが、特に若い世代の声を丁寧に聴き、そ

の声を取り入れながら楽しく参画できる仕組みができれば、担い手側になる可能性は

十分あることが確認できつつある。 

・コロナ自粛の長期化による閉塞感（3 年経過することで、企画運営していくパワーの

減退感や新しい取り組みへの迷走感）を乗り越え、新しい地域活動への転換を期待す

る地域の声も多く、出来るだけ対応したいと考えている。 

・地域側も行政側も「決まっていることをどうやるか」から「どこに向けて何をやるか」

という視点に立って再スタートする時期に来ているのではないか、本事業ではそれら

も明確にしていきたい。 

※現段階で可能な項目のみ記入してください。 
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団体 担当課
4 4 13 平塚市（自宅） 事務作業　　　8：30～17：30　　　8H　 坂田

17 平塚市（自宅） 事務作業　　　8：30～16：30　　　７H　 坂田

18 ひらつか市民活動センター 打合せ　3年度振り返り、R45/7平自連総会段取り、他　　18～20時　2H坂田・鈴木・宮崎・津田 大関・柿沼

18 平塚市（自宅） 人件費明細書作成他　　4H 坂田

19 ひらつか市民活動センター 議事録作成、自己評価シート作成　2H +PPT津田さん資料打合せ2H坂田・鈴木・宮崎・田中・津田・長谷川・猪股

20 平塚市（自宅） 庁内アンケート調査・ヒヤリング報告書確認　1H 坂田

22 平塚市（自宅） 平自連総会用PPT資料確認　　1H 坂田

25 平塚市（自宅） 協働事業報告用資料（決算書含む）作成　　3H 坂田

26 平塚市（自宅） 協働事業報告用資料（決算書含む）作成　2H　 坂田

27 平塚市（自宅） 協働事業報告用資料（決算書含む）作成　2H　 坂田

30 平塚市（自宅） 報告会資料確認　1H 坂田

1 平塚市（自宅） 平自連総会用PPT資料確認　　1H 坂田

5 3 平塚市（自宅） 協働事業報告会資料作成確認　2H　 坂田

4 平塚市（自宅） 協働事業報告会資料作成確認　2H　 坂田

5 平塚市（自宅） 協働事業報告会資料作成確認　2H　 坂田

6 中央公民館 平自連総会準備　１H 坂田

7 中央公民館 平自連総会　3H 坂田

12 市役所 事業報告会出席　１H 坂田

17 平塚市（自宅） 次年度事業提案継続について　１H 坂田 大関・柿沼

18 平塚市（自宅） 伊勢山地区自治会からの依頼について　１H 坂田 柿沼

27 平塚市（自宅） 会員へ諸連絡（活動記録の提出その他）　1H 坂田

6 1 自宅 伊勢山講演準備　4H 宮崎

2 自宅 伊勢山講演準備　4H 宮崎

3 自宅 伊勢山講演準備　4H 宮崎

6 5 平塚市（自宅） メンバー活動記録まとめ　3H 坂田

6 平塚市（自宅） メンバー支払計算まとめ　3H 坂田

9 自宅 22日勉強（検討）会向け、自由記述関係資料作成（5時間） 高橋

13 自宅 22日勉強（検討）会向けデータ作成（5時間） 高橋

15 自宅 22日勉強（検討）会向け、自由記述データ作成、検討（4時間）高橋

16 自宅 22日勉強（検討）会向け、自由記述データ作成、検討（4時間）高橋

17 ひらつか市民活動センター メンバー支払い、個別意見集計まとめ　2H　 坂田

17 自宅 自治会アンケート自由回答打合せ（オンライン）　2H 鈴木、高橋

19 自宅 22日勉強（検討）会向け、自由記述データ作成、検討（3時間）高橋

20 自宅 自由記述パワーポイント資料作成（4時間） 高橋

21 自宅 自由記述パワーポイント資料作成（3時間） 高橋

22 自宅　オンライン R4進め方メンバー勉強会　17：30～19：30 田中・津田・坂田・斉藤・梶田・二宮・髙橋・杉本・高島

24 伊勢山地区 伊勢山講演準備　3H 宮崎

24 自宅 自由記述資料の修正（チーム内での助言後）（2時間） 高橋

25 自宅 伊勢山講演準備　4H 宮崎

25 ひらつか市民活動センター 伊勢山地区訪問準備　印刷他　17：00～18：00 坂田

25 平塚市（自宅） アンケート分析・追加まとめ　3H　 長谷川

26 松ヶ丘公民館 アンケート結果報告その他　12：30～16：00 宮崎・坂田 柿沼さん、大関さん

26 自宅 自由記述資料の修正（チーム内での助言後）（2時間） 高橋

27 ひらつか市民活動センター R4見積書作成　１H　 坂田

29 ひらつか市民活動センター モデル地区及び4年度の進め方会議　15：00～18：00 鈴木・田中・津田・坂田・長谷川・斉藤・宮崎 柿沼さん、大関さん

30 自宅 活動に於けるプロセスと役割分担について資料作成（１０：００～１１：３０）（１５：００～１６：００）津田

7 2 自宅 活動に於けるプロセスと役割分担について資料作成（１４：００～１５：３０）津田

3 自宅 活動に於けるプロセスと役割分担について資料作成（１４：００～１５：３０）津田

4 自宅 活動に於けるプロセスと役割分担について資料作成（１０：００～１１：３０）津田

7 5 ひらつか市民活動センター モデル地区日程調整の連絡　0・5 坂田 柿沼さん

6 自宅 活動に於けるプロセスと役割分担について資料作成（９：３０～１１：００）津田

7 ひらつか市民活動センター モデル地区横内地区日程調整　0.5 坂田 柿沼さん

8 平塚市内 協働事業　令和４年度計画（案）検討　２H 田中

10 自宅 自由記述資料再作成に向けた検討（2時間） 高橋

11 平塚市内 協働事業　令和４年度計画（案）作成　２H 田中

13 ひらつか市民活動センター 横内地区の進め方打合せ　17：10～18：30 鈴木・坂田

15 自宅 横内地区打合せ資料作成　２H 鈴木

18 ひらつか市民活動センター 横内地区訪問資料印刷準備　17：15～18：15 坂田

19 横内公民館 モデル地区横内地区会合18：00～20：00 鈴木・猪股・坂田・梶田・（高島・杉本） 柿沼さん、大関さん

20 ひらつか市民活動センター 24日らら湘南コモンズ平塚打合せ内容　0.5 坂田 柿沼さん

22 ひらつか市民活動センター 24日らら湘南コモンズ平塚打合せ進め方その他　0.5 坂田 大関さん

23 自宅 活動記録まとめ 坂田

23 自宅 横内地区打合せ議事録作成　1H 鈴木

24 パークホームズ集会室 LaLa湘南平塚コモンズ打合せ　2H 鈴木、坂田、津田、田中

25 自宅 モデル地区での定例会の現状把握を傍聴　議事録作成　（１０：００～１２：３０）津田

27 平塚市内
LaLa湘南コモンズ自治会傍聴会気付き事項作成
１H

田中

29 ひらつか市民活動センター R4中間報告打合せ　２H 鈴木、坂田、猪俣、津田、田中、長谷川

30 ひらつか市民活動センターメンバー連絡調整 坂田

31 自宅 R4中間報告資料作成　8H 鈴木

8 1 ひらつか市民活動センター 崇善地区、社協、包括、打合せ　2H 社協2名、包括、栗原会長、坂田 大関さん

2 ひらつか市民活動センター 協働事業申請書等修正　4H 坂田

3 ひらつか市民活動センター 協働事業申請書、活動記録まとめ　４H 坂田

令和4年度（2022）実施　市民提案型協働事業　活動記録簿
事業名 社会環境の変化に対応した地域活動の仕組みづくり支援事業

年
度

月 日 場所 内容
出席者
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令和４年度 協働事業 中間ヒアリング調書 
       令和４年８月４日

事 業 名 
農業体験を通して不登校やひきこもりの若者と人材不足に

悩む農家をつなぐ就農支援事業

□行政提案型協働事業 

市民提案型協働事業 

団 体 名 特定非営利活動法人ぜんしん 担当課名 
産業振興部農水産課・ 

平塚市農業委員会事務局 

事業の進捗状況 

 予定どおり  □ 遅れている 

【今年度の進捗状況（事業実績等）】 

湘南ライスセンターの育苗作業に５回、田植え体験に１回、振り返りミーティング
を１回実施した。作業体験等には、延べ５０名の方々が参加した。参加した若者たちは
各体験作業等に対して真剣に取り組んでいた。 
この姿勢は湘南ライスセンターの農家の方々にも伝わり、想定よりも多くの作業を参

加者に任せていただいた。その甲斐あって、令和４年度の育苗作業は予定のスケジュー
ルよりも、数日早く終了した。現場からは、「若い人が来てくれて嬉しい」や「今年は
人手があって助かる」等の声を直接いただいた。
初年度の目標とする農家の方々との信頼関係の構築は着実に進んでいると思われる。
また、参加者の保護者から「農業体験に参加したことで、本人の就労意欲が高まった」

等のお話しをいただいており、体験を通して参加者たちの自立意識は高まっている。

【予算執行状況  執行済額：746,647 円 ／ 予算額：1,567,580 円】 

団体・担当課 団 体 担当課 

課題 

（困っていること）

・参加者が不安にならないように体験作業
内容の理解を深めること。 

・参加人数が増えた場合、現行のスタッフ
体制では参加者へのｻﾎﾟｰﾄが不足する。 

 令和 5年度以降に向けた、湘南ライスセ
ンターへの業務改善提案やデジタル機器
のサポート（パソコン作業等）の実施につ
いて、具体的な検討を進めていきたい。 

課題の改善策 

・団体スタッフは率先して農家の方々へ質
問し、メモを取る等して限られた体験機
会の中で作業内容の理解を深めていく。

・今後は可能な限り、スタッフを増員して、
寄り添い型の支援を強化していく。 

アドバイスが欲しい 

 湘南ライスセンター､特定非営利活動法
人ぜんしん､平塚市役所の３者での意見交
換を密に交わし､現場の要望や課題等を洗
い出すと同時に､当該事業の参加者が現実
的に実施できるサポートを模索していく。

□アドバイスが欲しい 

事業終了後の 

具体的な展開 

※下欄 

次年度以降の展開

（事業をどのように

活かしていくか等）

や、上記の選択項

目の補足をご記入

ください。 

双方で実施（ 提案型 □提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ）

双方で実施（ 提案型 □提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ）

基礎となる各体験作業の理解を深めな
がら体験を積み重ね、農家の方々との信頼
関係を構築していく。その過程で、デジタ
ルに関するサポート等に順次、着手し、
３年目以降の自主事業化を目指したい。 

２年目以降も事業は継続していく。 
３か年事業の終了後は、団体と農家の信

頼関係を築いた上で、団体単独での事業自
走化を目指す。

協働のポイント 

※出来ていると思う

ものに を入れてく

ださい。

目的の共有ができている 

適切な役割分担になっている 

十分な協議ができている 

対等な立場で協働している 

協働による相乗効果がある 

目的の共有ができている 

適切な役割分担になっている 

十分な協議ができている 

対等な立場で協働している 

協働による相乗効果がある 

意見交換の内容・ 

その他気付いた点 

（双方合同で記入） 

（上記、各項目で相違点があった場合に話し合った内容や、お互いに意見交換したことなど） 

本事業において湘南ライスセンター､特定非営利活動法人ぜんしん､平塚市役所の
３者にて意見交換等の場を通して、しっかりと事業の目的等の情報共有が図れている。

昨今、農業に纏わる技術革新は目覚ましいが、今後、デジタルに関するサポートほか、
新たな展開についても３者で、しっかりと協議を積み重ね、可能性を探っていく。 

※現段階で可能な項目のみ記入してください。 

- 8 -



団体 担当課

3 4 5 市役所・5F会議室 事業提案企画検討打合せ 柳川、甲田
農水産課：下田、野地、農
業委員会：木村、所

4 16 農水産課 事業提案企画検討打合せ 柳川 野地

4 17 湘南ライスセンター 農作業体験 柳川、甲田 野地

4 17 市役所・8F 事業提案企画検討打合せ 柳川、甲田 野地

5 5 湘南ライスセンター 農作業体験 柳川、甲田ほか体験者 木村

5 6 湘南ライスセンター 農作業体験 柳川、甲田 野地、滝本

5 8 湘南ライスセンター 農作業体験 柳川、甲田ほか体験者 野地

5 13 農水産課 事業提案に向けた企画書類の最終確認 柳川 野地、木村

5 13 協働推進課 企画提案書の提出 柳川 柴田、清水

5 21 農水産課 企画提案内容の確認ほか 柳川 野地

5 26 湘南ライスセンター 農作業体験 柳川、甲田ほか体験者 野地

5 31 湘南ライスセンター KSASシステム見学(無人自動田植え機の初回稼働) 柳川、甲田
野地、SRC：片倉社長、
協働推進課：清水

6 2 農水産課 公開プレゼン・審査会に向けた打合せ 柳川 野地、木村

6 4
ひらつか市民活動セ
ンター

公開プレゼン・審査会 柳川
下田、野地、種田、
木村、所

6 15 農水産課 事業提案打合せ 柳川 野地

6 18 鶴巻の農園 ドローン農薬散布・デモンストレーション見学 柳川 野地

6 18 協働推進課 事業提案書(案)の提出 ― 野地

6 30 JA湘南 農作業体験等の話合い 柳川、甲田
野地、SRC：片倉社長、
JA湘南：山本

7 26 農水産課 事業提案打合せ 柳川 野地

7 28 農水産課 事業提案打合せ 柳川 野地、滝本

7 30 農水産課 事業提案書の提出 ― 野地

8 4 メール 事前質問シートの協議 柳川 野地

9 6 湘南ライスセンター 事業提案内容の協議 柳川
野地、
SRC：片倉社長

9 9 農水産課 事前質問シートの協議 柳川 野地

9 15 農水産課 事前質問シートの協議 柳川 野地

9 17 電話(1時間10分) 事前質問シートの協議 柳川 野地

9 18 農水産課 事前質問シートの提出 柳川 野地

9 21 湘南ライスセンター 稲刈り見学 柳川 野地

9 22 農水産課 事業提案書(修正版)の提出 柳川 野地

9 29
ひらつか市民活動セ
ンター

プレゼン事前打合せ・リハーサル 柳川、尾上

9 30 メール プレゼン資料の送信 柳川 野地、木村

10 2 平塚市立崇善公民館 公開プレゼン・審査会 柳川、尾上、甲田
下田、野地、土方、
木村、所

10 20
農水産課、
農業委員会

事業化説明会の意見交換ほか 野地、木村

10 21
ひらつか市民活動セ
ンター

事業化説明会 柳川 野地、土方

11 21
平塚市大住中学校前
の畑

プレ農業体験(そばの実収穫) 柳川、尾上ほか2名 木村

3 11 26 メールおよび電話 プレ農業体験ほかの意見交換 柳川 野地

（ 令和４年度実施）協働事業　意見交換・活動記録簿

事業名
農業体験を通して不登校やひきこもりの若者と人材不足に悩む農家をつなぐ就農支援事業

～平塚市「スマートライスセンター」の通年営業モデルの創出に向けて～

年
度
月 日 場所 内容

出席者
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12 2 電話(40分) プレ農業体験ほかの意見交換 柳川 木村

12 9
1)農業委員会、
2)農水産課

プレ農業体験ほかの意見交換 柳川
木村、所、
野地、土方

12 11
平塚市大住中学校前
の畑

プレ農業体験(そばの実・脱穀編) 浅倉、尾上ほか体験者 所

12 20 貴船神社社務所 プレ農業体験(そばの打ち体験) 江藤、尾上ほか体験者 木村

12 27
1)農業委員会、
2)農水産課

プレ農業体験の振り返り、年末のご挨拶 柳川
木村、所、
野地、土方

12 28 メール 協働契約書・合意のルール(案)の送信 柳川 野地

4 1 14 メールおよび電話 2/2(水)実施予定・プレ農業体験の協議 柳川 野地

1 27 メール 2/25(金)実施予定・プレ農業体験の協議 柳川 野地

2 17 農業委員会(14時～) R4年度・協働事業ほかの意見交換 柳川
木村ほか
民間事業者2名

2 17
1)農業委員会、
2)農水産課(15時半～)

R4年度・協働事業ほかの意見交換 柳川
所、
野地、土方

2 21 メール パンフレット・ポスター制作の送信 柳川 土方

2 22 電話およびメール 4/28(木)事前説明会開催の広報依頼 柳川 野地

2 25 吉川農園 プレ農業体験(きゅうり畑編) 柳川、体験者4名 野地、土方

3 1 電話 4/28(木)事前説明会の意見交換 柳川 野地

3 3 メールと電話
協働契約書・合意のルール(案)、
パンフレット・ポスター制作の意見交換

柳川 野地

3 13 メール パンフレット・ポスター制作の意見交換 柳川 土方

3 18 電話(35分)とメール
協働契約書・合意のルール、
パンフレット・ポスター制作の意見交換

柳川 野地、土方

3 31
1)農業委員会、
2)農水産課

事前説明会ほか意見交換、年度末のご挨拶 柳川
木村、所/下田、
野地、土方、加藤

4 1
1)農業委員会、
2)農水産課

協働契約締結と新年度のご挨拶訪問 柳川
農業委員会：西山、
野地、土方、加藤

4 4 農水産課 事業実施に向けた協議 柳川 野地、土方、加藤

4 15 農水産課 事業実施に向けた協議 柳川 野地

4 18 湘南ライスセンター 事業実施に向けた協議 柳川
SRC：片倉社長、
野地、加藤、野中

4 26 農水産課 4/28(木)事前説明会の打合せ 柳川、江藤、甲田 野地、土方

4 28 平塚市立崇善公民館 事前説明会 柳川、江藤、甲田
野地、土方、
協働推進課2名

5 1 ※携帯電話(60分) 事業実施に向けた協議 柳川 野地

5 5 湘南ライスセンター 農業体験日
柳川、江藤、甲田、
竹内

野地、
協働推進課：清水

5 8 湘南ライスセンター 農業体験日 柳川、竹内、甲田 土方

5 10 湘南ライスセンター 農業体験日
柳川、江藤、甲田、
竹内

西山、所、
下田、野地ほか

5 16 農水産課 事業実施に向けた協議 柳川 野地

5 17 湘南ライスセンター 農業体験日
柳川、江藤、甲田、
竹内

西山、所

5 20 農水産課 事業実施に向けた協議 柳川 野地、土方、加藤

5 22 湘南ライスセンター 農業体験日 柳川、竹内、甲田 加藤

5 26
ひらしん平塚文化芸
術ホール

振り返りミーティング
柳川、江藤、甲田、
竹内、(尾上[優])

野地、土方、加藤

6 7 城所地区学習田 田植え体験、無人田植え機見学 柳川、竹内、甲田 野地、土方

7 12
1)農業委員会、
2)農水産課

事業実施に向けた協議 柳川
所、
野地、土方

7 14 メール 事業実施に向けた協議 柳川 野地

7 22 湘南ライスセンター 事業実施に向けた協議 柳川
SRC：佐藤会長、片倉
社長ほか、野地、土方

8 3 電話 事業実施に向けた協議 柳川 野地
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令和４年度 協働事業 中間ヒアリング調書 
       令和４年８月５日 

事 業 名 
平塚市食品ロス削減事業並びに相対的貧困解消事業 □行政提案型協働事業 

■市民提案型協働事業 

団 体 名 認定ＮＰＯ法人フードバンク湘南 担当課名 環境政策課 

事業の進捗状況 

□ 予定どおり  ■ 遅れている   

【今年度の進捗状況（事業実績等）】 

・スーパーマーケットへのアプローチが実を結びつつある 

・アプローチ過程において企業ニーズを踏まえ、協力店への証（ステッカー）を作成

中 

・対面での営業は難しい状況ではあるが、オンラインミーティングに応じていただける

企業も出てきている。 

・認定 NPO 法人として認定を受けたことで、企業からの信頼度が増している。 

・食品の寄付は変わらず頂けている（昨年度並み） 

・食品の支援も滞りなく行えている（昨年度並み） 

【予算執行状況  執行済額：1,018,160 円／予算額：6,558,604 円 】 

団体・担当課 団 体 担当課 

課題 

（困っていること）

企業の担当者に繋げて頂けることが増え

てきているが、やはり来客をお断りしてい

る企業は多く、熱意や温度感を伝えること

に苦労している。 

食品が企業から一時的に大量に、同じもの

が入ってくることが増えてきている印象

があり、量によっては要支援者に飽きられ

てしまい在庫の配布が難しい局面がある 

企業との繋がりを得ることができるとい

うことは、この事業後の団体の活動におい

て大きな財産となることは明白であるが、

アプリ活用企業数がまだ少ない実情があ

る。 

フードバンク湘南が各企業に積極的に支

援を呼び掛けながらも結果に繋がりにく

い状況がある。市では、平塚商工会議所、

平塚信用金庫、食品小売店を訪問し、協働

事業及びフードバンク湘南の取組への協

力依頼をした。関係団体からは、コロナ禍

での経営状況悪化に加え、食品リサイクル

や値引きの徹底により、今はアプリ利用に

よる損金処理メリットよりも、CSR、SDGS

面からのアプローチの方が、訴求力が高い

旨アドバイスを受けた。 

課題の改善策 

税制優遇に関しては法改正したのにも関

わらず、そのことを知っている企業が現在

0 件である。我々の営業活動で、なんとな

く認識した企業はいるが、それ以外での認

識が 0というのはいったいどうしたものか

と悩んでいる。アプリ利用を勧めていくこ

と自体は変わらないが、それでもこの周知

の低さは今後も間違いなく弊害となると

思われる。今後の活動に繋げるためにも、

別角度での企業へのアプローチ（賛助会員

や場所の提供、人の提供など）も進めてい

事業スキームに係る説明は抑え、SDGSやフ

ードバンク活動への支援といった側面か

ら協力を求め、新規登録企業を増やしてい

くとともに、既存の繋がりのある企業との

関係を強化していく。その他の手法とし

て、SDGSに係るオンラインセミナーを、フ

ードバンク湘南を講師として実施し、SDGS

に関心のある企業に向けて広範にアプロ

ーチをしていく。 
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きたい。 

■アドバイスが欲しい ■アドバイスが欲しい 

事業終了後の 

具体的な展開 

※下欄 

次年度以降の展開

（事業をどのように

活かしていくか等）

や、上記の選択項

目の補足をご記入

ください。 

■双方で実施（□提案型 ■提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ）

■双方で実施（□提案型 ■提案型以外）

□団体が単独で実施 

□行政が単独で実施 

□今年度で休止または終了 

□その他（             ）

今年度作成のステッカーの活用を両者で

行いながら、今後も企業への食ロス削減依

頼と寄付の協力を促していく 

フードバンク湘南への食品寄付が進めば、

廃棄物の削減に繋がるため、双方で協力し

て取り組んでいく。 

協働のポイント 

※出来ていると思う

ものに を入れてく

ださい。

■目的の共有ができている 

■適切な役割分担になっている 

■十分な協議ができている 

■対等な立場で協働している 

■協働による相乗効果がある 

■目的の共有ができている 

■適切な役割分担になっている 

■十分な協議ができている 

■対等な立場で協働している 

■協働による相乗効果がある 

意見交換の内容・ 

その他気付いた点 

（双方合同で記入） 

（上記、各項目で相違点があった場合に話し合った内容や、お互いに意見交換したことなど） 

※現段階で可能な項目のみ記入してください。 
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団体 担当課

4 1 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 神奈川環境開発 2

平塚市内 配達配送 1

4 事務所 食品の受け取り　移動 2

5 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 ららぽーと湘南 2

平塚市内 配達配送 1

7 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 サン・ライフ 2

平塚市内 配達配送 1

8 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 伊藤忠食品 2

平塚市内 配達配送 1

12 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 伊藤忠食品 2

平塚市内 配達配送 1

14 事務所 在庫登録管理 3

バプテスト教会 食品移動・在庫管理 2

平塚市内 配達配送 1

15 事務所 在庫登録管理 3

バプテスト教会 食品移動・在庫管理 2

平塚市内 配達配送 1

19 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 大雄 2

平塚市内 配達配送 1

21 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング リコー 2

平塚市内 配達配送 1

22 事務所 在庫登録管理 3

アクアリーフ アプリバージョンアップについて 2

平塚市内 配達配送 1

26 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 アクアリーフ　寄付について 2

平塚市内 配達配送 1

28 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング ららぽーと湘南 2

（令和４年度実施）協働事業　意見交換・活動記録簿

事業名 平塚市食品ロス削減事業並びに相対的貧困解消事業

年
度
月 日 場所 内容

出席者
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平塚市内 配達配送 1

5 6 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 大雄 2

平塚市内 配達配送 1

10 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 守山乳業 2

平塚市内 配達配送 1

12 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 ＡＲＲＯＷ平塚店 2

平塚市内 配達配送 1

13 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 大雄 2

平塚市内 配達配送 1

17 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 サンフレッセ平塚工場 2

平塚市内 配達配送 1

19 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 エスパティオ 2

平塚市内 配達配送 1

20 事務所 在庫登録管理 3

バプテスト教会 食品移動・在庫管理 2

平塚市内 配達配送 1

24 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 ららぽーと湘南 2

平塚市内 配達配送 1

26 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング ヨシケイ　冷凍弁当 2

平塚市内 配達配送 1

商工会議所 協力依頼 3

27 事務所 在庫登録管理 3

東海大学 食品のお渡しについて 2

平塚市内 配達配送 1

31 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 高砂香料 2

平塚市内 配達配送 1

6 2 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 高砂香料 2

平塚市内 配達配送 1

平塚信用金庫 協力依頼 3

3 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 しまむら　徳延店 2
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しまむら本社 協力依頼 3

平塚市内 配達配送 1

4 ららぽーと湘南 フードドライブ 8

7 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 しまむら　徳延店 2

平塚市内 配達配送 1

9 事務所 在庫登録管理 3

倉庫 食品の移動 2

平塚市内 配達配送 1

10 事務所 在庫登録管理 3

倉庫　バプテスト教会 支援品の移動　在庫管理 2

平塚市内 配達配送 1

13 企業訪問 しまむら本社 1 1

14 事務所 在庫登録管理 3

倉庫　バプテスト教会 支援品の移動　在庫管理 2

平塚市内 配達配送 1

16 事務所 在庫登録管理 3

東海大学 支援品の提供 2

平塚市内 配達配送 1

17 事務所 在庫登録管理 3

倉庫 支援品の管理 2

平塚市内 配達配送 1

21 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 守山乳業　7/2に向けたラテについて 2

平塚市内 配達配送 1

22 環境政策課 ミーティング 1 1

23 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 神奈川環境開発　シールについて 2

平塚市内 配達配送 1

24 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 神奈川環境開発　シールについて 2

平塚市内 配達配送 1

28 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 しまむら　徳延店 2

平塚市内 配達配送 1

30 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 大雄 2

平塚市内 配達配送 1
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7 1 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 不二家 2

平塚市内 配達配送 1

5 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 宮崎印刷所　シールと寄付 2

平塚市内 配達配送 1

7 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 守山乳業　7/30に向けて 2

平塚市内 配達配送 1

8 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング ピックルスコーポレーション 2

平塚市内 配達配送 1

11 環境政策課 ミーティング 1 1

12 事務所 在庫登録管理 3

倉庫 アクアリーフ　今後の予定 2

平塚市内 配達配送 1

14 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 伊藤忠食品　カレーナンの寄付について 2

平塚市内 配達配送 1

15 事務所 在庫登録管理 3

オンラインミーティング 横浜ゴム 2

平塚市内 配達配送 1

19 事務所 在庫登録管理 3

企業訪問 伊藤忠食品 2

平塚市内 配達配送 1

21 事務所 在庫登録管理 3

電話 日産車体　本社 2

平塚市内 配達配送 1

22 事務所 在庫登録管理 3

倉庫 食品仕分け管理 2

平塚市内 配達配送 1

26 事務所 在庫登録管理 3

バプテスト教会 食品仕分け管理 2

平塚市内 配達配送 1
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